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１． 目的・動機 

私は就職活動中、ホテル業界を回ってい

た。そこでは「おもてなし」というキー

ワードを頻繁に耳にすることがあった。

日本の「おもてなし」は優れているとい

うイメージを強く持っていた。その中で

も宿泊施設が特化していると感じ、この

テーマを調べて見ようと思った。今より

宿泊業界が賑わうように、日本のおもて

なしを見直し、考える。 

 

２． 日本のおもてなし文化について 

おもてなしの歴史をさかのぼること約４０

０年、江戸時代の頃にできたと言われてい

る。また、日本のおもてなしは日本人の文

化であり、生まれ持った気質であると考え

られているのだ。ところで近年の日本では

「心の込めたおもてなし」を標榜する旅館

やホテルが増えている。 

 

３．日本と海外の宿泊施設の比較 

宿泊施設における世界標準のサービスニ

ーズとはどういったものがあるのか。ま

た、世界のサービスは日本のおもてなし

をどのように取り入れようとしているの

か。 

 

４．ヒアリング予備調査 

（１）目的 

外国人観光客は、日本の宿泊施設のどこ

に魅力を感じているかを調査する。 

（２）調査結果 

最も多かった意見が店員の接客との意見

があった。 

（４）考察 

 日本と海外とでは、接客がそこまで違う

ものなのだろうか。日本の宿泊施設を海外

の宿泊施設と比較することによって、日本

のサービスの良さを改めて実感した。日本

のおもてなしは、そう簡単には真似できな

い。しかし、日本のおもてなしを導入する

ことが出来れば、諸外国の宿泊施設は今後、

さらによくなっていくのではないか。 
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